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研究成果の概要 

小腸はかつて病気が少ないとされていたが近年多く病気が存在することが明らかとなってきている。

さらにバルーン内視鏡、小腸内視鏡の発達で原因に対してもアプローチが可能となってきつつある。 

昨年度構築したパイプラインを活用し、小腸疾患に対し 10件のサンプル取得、解析が完了した。パイ

プラインを活用する過程において小腸の特徴的な細胞における遺伝子発現制御、及び腸内細菌との相

互関連性について解析し報告した(Nature Communications, Cell Reports)。また治療薬の候補として

腸内細菌代謝物の同定を行い大腸疾患での有用性を確認し報告した(Cell. Mol. Gastro. and 

Hepato.)。特に小腸難病疾患において特に小腸移植における移植後の対移植片反応の際における免疫

細胞の挙動に着目し、時系列でホスト、ドナー由来の細胞集団が大きく変容すること、さらに拒絶前後

において特徴的な細胞集団が出現することを見出した。国際的な枠組みにおいても同様の流れがある

ことを確認し、国際的コンソーシアムでの１細胞解析の方向性を共同研究グループ内でまとめ報告し

た（Nature Review Gastroenterology）。 
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